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縁
の
下
の
力
持
ち
に
　
　

　
―
九
大
が
水
素
研
究
で
世

界
的
拠
点
に
な
っ
た
理
由
を

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
複
数
の
要
素
が
あ
る
。

北
部
九
州
が
石
炭
産
地
で
あ

り
、
歴
史
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
、
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
、
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
注
目

さ
れ
た
。
そ
こ
で
九
大
が
何

を
す
る
か
と
問
わ
れ
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
低

炭
素
・
脱
炭
素
と
な
っ
た
」

　
―
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
普

及
す
る
意
義
は
。

　
「
供
給
源
が
多
様
な
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
都
市
ガ
ス

は
水
素
を
多
く
含
み
、
水
素

は
製
鉄
所
で
の
製
造
過
程
で

発
生
し
、
下
水
汚
泥
か
ら
も

つ
く
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
水
素
の
普
及
は
簡
単

で
は
な
い
。
何
十
年
も
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
が
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
は
必
ず
や

っ
て
く
る
」

　
―
関
連
機
器
の
研
究
開
発

は
、
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る

で
し
ょ
う
か
。

　
「
今
は
燃
料
電
池
車
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
家
庭
、
ビ

ル
に
設
置
さ
れ
る
燃
料
電
池

も
研
究
開
発
が
進
む
。
各
家

庭
に
設
置
す
る
よ
り
地
域
や

ビ
ル
全
体
を
賄
う
の
に
適
す

る
大
型
の
物
も
必
要
に
な

る
。
家
庭
用
燃
料
電
池

エ

ネ
フ
ァ
ー
ム

は
、
効
率
や

耐
久
性
が
上
が
る
だ
け
で
な

く
、
将
来
は
現
在
の
も
の
と

根
本
的
に
異
な
る
も
の
に
な

る
だ
ろ
う
。
大
学
は
縁
の
下

の
力
持
ち
と
な
り
、
企
業
に

は
ビ
ジ
ネ
ス
に
集
中
し
て
い

た
だ
く
」

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
切
り
開
く
先
端
研
究
が
九
州
大
学
で
進
ん
で
い
る
。
そ

の
中
心
地
は
「
水
素
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

福
岡

市
西
区

。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ
ン
タ

ー
、
次
世
代
燃
料
電
池
産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
―
Ｆ
Ｃ

な
ど
関
連

機
関
が
集
積
す
る
。
研
究
開
発
は
産
学
官
連
携
で
加
速
し
て
い
る
。

産
学
官
連
携
で
開
発
加
速
高
性
能
化
・
実
用
化
を
促
進

研
究
成
果
が
続
々
と
耐
久
性
、
効
率
な
ど
向
上

地
域
の
協
力
で
新
た
な
実
証
研
究

燃料電池の触媒

次
世
代
社
会
を
切
り
開
く

白金を使わない燃料電池

水素キャンパスで研究進む国際研究センターなど関連機関が集積
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九
大
は
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
新
た

な
実
証
研
究
を

年
度
中
に

始
め
る
。
高
効
率
化
や
耐
久

性
・
信
頼
性
の
向
上
、
低
コ

ス
ト
化
を
進
め
る
の
が
目

的
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
―
Ｆ
Ｃ
に
出

力
２
５
０

程
度
の
産
業

用
な
ど
３
台
以
上
を
設
置
し

て
行
う
。
稼
働
中
の
電
池
内

部
を
電
子
顕
微
鏡
で
観
察

し
、
劣
化
要
因
の
解
明
手
法

を
確
立
す
る
。

　
事
業
費
は

億
５
０
０
０

万
円
。
福
岡
県
が
北
九
州

市
、
福
岡
市
と
共
同
で
進
め

て
い
る
グ
リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国

際
戦
略
総
合
特
区
の
総
合
特

区
推
進
調
整
費
を
活
用
す

る
。
実
証
で
は
、
水
素
の
貯

蔵
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
た
製
造
、
燃
料
電
池

自
動
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

１
台
の

運
用
も
行
う
。

　
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
―
Ｆ
Ｃ
の
ほ
か
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
国
際
研
究
セ
ン
タ

ー
、
水
素
材
料
先
端
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｙ
Ｄ
Ｒ
Ｏ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
国
際
研
究
所

ア
イ
ス

ナ
ー

な
ど
が
あ
る
。

　
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
や
社
会
受
容
性
向
上
な

ど
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
全

体
を
包
括
す
る
研
究
教
育
を

推
進
す
る
。
ア
イ
ス
ナ
ー
は

水
素
の
製
造
か
ら
貯
蔵
、
利

用
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
の
回

収
・
貯
留
な
ど
が
研
究
テ
ー

マ
。
研
究
棟
は

年
に
完
成

し
た
。
地
上
４
階
、
地
下
１

階
建
て
延
べ
面
積
５
５
６
８

平
方

。
総
工
事
費
は
約

億
６
０
０
０
万
円
。
ア
イ
ス

ナ
ー
の
事
業
は
文

部
科
学
省
の
「
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

研
究
拠
点
プ
ロ
グ

ラ
ム

Ｗ
Ｐ

Ｉ

」
に
、

年

に
採
択
さ
れ
た
。

国
内
外
の
研
究
者

約
１
３
０
人
と
支

援
ス
タ
ッ
フ
約
１

１
０
人
が
研
究
に

取
り
組
む
。

　
ア
イ
ス
ナ
ー
の

拠
点
長
は
米
国
イ

リ
ノ
イ
大
学
の
ペ

ト
ロ
ス
・
ソ
フ
ロ

ニ
ス
教
授
。
国
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拠

点
長
に
外
国
人
が

就
任
す
る
の
は
珍

し
い
。
拠
点
の
公

用
語
は
英
語
。
ソ
フ
ロ
ニ
ス

教
授
は
材
料
の
環
境
劣
化
が

主
な
テ
ー
マ
で
水
素
や
次
世

代
高
温
原
子
炉
に
関
す
る
材

料
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
九

州
大
学
と
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
の
研
究
で
従
来
交
流

が
あ
っ
た
。

　
水
素
材
料
先
端
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
は
水
素
材
料
の
世

界
的
な
研
究
開
発
拠
点
。
九

大
と
産
業
技
術
総
合
研
究
所

が
連
携
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
支
援
を
受

け
て

年
に
発
足
し
た
。
高

圧
水
素
実
験
と
分
析
の
施
設

を
持
ち
、
素
材
の
加
工
か
ら

分
析
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け

る
。

年
度
ま
で
に

億
円

の
規
模
で
研
究
開
発
を
実

施
。
特
に
水
素
に
よ
る
材
料

の
脆
化
に
関
し
て
基
本
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
や
対
応
す
る

熱
処
理
技
術
の
開
発
に
成
果

を
上
げ
た
。
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
燃
料
電
池
の
設
計
に

必
要
な
高
圧
水
素
の
物
性
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
。
開
発

や
標
準
化
へ
の
支
援
に
貢
献

し
て
い
る
。

　
次
世
代
燃
料
電
池
産
学
連

携
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
―
Ｆ
Ｃ

の
研
究
施
設
は

年
６
月
に
開
所
し
た
。
固

体
酸
化
型
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｃ

な
ど
次
世
代
燃
料
電

池
の
基
礎
研
究
か
ら
実
用
化

ま
で
を
促
進
す
る
の
が
目

的
。
電
気
化
学
、
材
料
化

学
、
熱
工
学
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
電
池
開
発
に
必

要
な
研
究
者
を
そ
ろ
え
、
耐

久
性
や
信
頼
性
の
確
保
の
ほ

か
高
性
能
化
に
取
り
組
む
。

　
施
設
は
地
上
４
階
、
延
べ

面
積
３
４
２
０
平
方

。
企

業
専
用
の
研
究
員
室
、
実
験

室
、
実
験
準
備
室
を
確
保
。

企
業
が
入
居
す
る
フ
ロ
ア
の

研
究
員
室
や
実
験
室
は
入
退

室
管
理
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
を
厳
重
に
し
て
い
る
。
球

面
収
差
補
正
機
能
付
き
走
査

透
過
電
子
顕
微
鏡
、
集
束
イ

オ
ン
ビ
ー
ム
加
工
・
走
査
電

子
顕
微
鏡
観
察
装
置
な
ど
を

導
入
し
た
。
総
事
業
費
は

億
６
４
０
０
万
円
。
施
設
整

備
は
経
済
産
業
省
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
立
地
支
援
事

業
に
採
択
さ
れ
た
。

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の

研
究
成
果
も
次
々
と
出
て
い

る
。
中
嶋
直
敏
教
授
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
加
湿
が
不

要
な
固
体
高
分
子
型
燃
料
電

池

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

を
開
発
し

た
。
一
般
的
な
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
に

必
要
な
加
湿
機
能
や
水
分
の

蒸
発
を
防
ぐ
冷
却
機
能
が
不

要
に
な
る
た
め
製
品
化
コ
ス

ト
の
削
減
に
つ
な
が
る
。
耐

久
性
が
高
く
、
繰
り
返
し
の

使
用
に
強
い
。

　
開
発
し
た
電
池
の
電
解
質

膜
は
フ
ィ
ル
ム
状
。
触
媒
の

材
料
に
は
一
般
的
な
燃
料
電

池
の
電
極
触
媒
に
使
わ
れ
て

い
る
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
で

は
な
く
、
耐
久
性
と
発
電
効

率
を
高
め
る
た
め
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

Ｃ
Ｎ
Ｔ

を
使
用
し
た
。

　
中
嶋
教
授
ら
は
、
燃
料
電

池
の
触
媒
に
使
う
白
金
の
使

用
量
を
減
ら
す
手
法
も
開
発

し
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
表
面

に
特
殊
な
樹
脂
で
白
金
の
微

粉
末
を
付
着
さ
せ
る
際
、
粒

子
を
小
さ
く
し
た
り
、
微
粒

子
間
の
距
離
を
調
整
し
た
り

す
る
。
白
金
の
単
位
重
量
当

た
り
の
表
面
積
が
大
き
く
な

る
。

　
小
江
誠
司
教
授
ら
の
グ
ル

ー
プ
は
、
白
金
な
ど
貴
金
属

を
使
わ
ず
水
素
か
ら
電
子
を

取
り
出
せ
る
触
媒
を
開
発
し

た
。
燃
料
電
池
の
電
極
材
料

と
し
て
実
用
化
で
き
れ
ば
低

価
格
化
に
つ
な
が
る
。
ま
た

電
子
の
取
り
出
し
が
制
御
し

や
す
く
常
温
常
圧
の
環
境
で

安
定
的
に
行
え
る
た
め
安
全

性
が
高
い
。

　
水
素
か
ら
電
子
を
取
り
出

す
電
極
と
、
酸
素
と
水
素
が

反
応
し
て
水
が
生
じ
る
電
極

を
持
つ
燃
料
電
池
は
、
電
極

に
白
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。

開
発
し
た
触
媒
は
電
子
を
取

り
出
す
電
極
に
使
え
る
。

　
触
媒
は
ニ
ッ
ケ
ル
と
鉄
な

ど
の
化
合
物
。
温
泉
地
な
ど

自
然
界
に
存
在
し
て
電
子
を

取
り
出
せ
る
酵
素
を
モ
デ
ル

と
し
て
開
発
に
取
り
組
み
、

ア
ミ
ノ
酸
を
使
う
こ
と
で
合

成
に
成
功
し
た
。
モ
デ
ル
と

し
た
自
然
界
の
酵
素
は
、
触

媒
と
し
て
は
酸
素
に
影
響
さ

れ
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ

っ
た
。

　
開
発
メ
ン
バ
ー
は
九
大
の

ほ
か
総
合
科
学
研
究
機
構
と

茨
城
大
学
。
小
江
教
授
は
ニ

ッ
ケ
ル
と
貴
金
属
の
ル
テ
ニ

ウ
ム
の
化
合
物
を
電
極
に
使

っ
た
Ｆ
Ｃ
も
開
発
し
て
い

る
。
今
回
は
ル
テ
ニ
ウ
ム
と

似
た
性
質
を
持
つ
同
族
元
素

で
あ
る
た
め
鉄
を
使
っ
た
。

　
小
江
教
授
は
名
古
屋
大
学

と
共
同
で
、
通
常
の
白
金
と

比
べ
て
多
く
の
電
流
を
水
素

か
ら
取
り
出
せ
る
水
素
酵
素

電
極
を
開
発
し
た
。
水
素
酵

素
を
元
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
陽

極
触
媒
に
応
用
す
る
こ
と
に

成
功
。
同
水
素
酵
素
は
、
空

気
中
の
酸
素
の
中
で
も
安
定

し
て
水
素
か
ら
電
子
を
取
り

出
せ
る
。
ま
た
、
自
然
界
に

豊
富
に
存
在
す
る
ニ
ッ
ケ
ル

と
鉄
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く

れ
る
。

　
ア
イ
ス
ナ
ー
で
は
、
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｃ
の
空
気
極
と
し
て
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
型
空
気
極
触
媒
の
表

面
お
よ
び
表
面
１
原
子
層
の

下
の
部
分
で
あ
る
サ
ブ
表
面

の
組
成
変
化
の
解
析
に
成
功

し
た
。
空
気
極
は
酸
素
の
解

離
を
促
す
役
割
を
持
ち
、
硫

黄
な
ど
で
劣
化
し
や
す
い
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
空
気
極

表
面
に
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
が

容
易
に
濃
縮
す
る
た
め
に
劣

化
が
起
こ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

次
世
代
燃
料
電
池

産
学
連
携
研
究
セ

ン
タ
ー


